
新
宮

山
彦

ぐ
る

ー
ぷ

 
第

１
７

８
７

回
 

平
治

宿
平

治
宿

平
治

宿
平

治
宿

・・ ・・
屋
根

屋
根

屋
根

屋
根

ペ
ン

キ
ペ

ン
キ

ペ
ン

キ
ペ

ン
キ

塗
替

塗
替

塗
替

塗
替

え
と

え
と

え
と

え
と

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

持
経
宿

・・ ・・
薪

作
薪

作
薪

作
薪

作
りり りり

 

 

◇
実

施
日

 
平

成
２

６
年

１
１

月
１

５
日

(
土

)
～

１
６

日
(
日

)
 

 

◇
参

加
者

 
川

島
 

功
、

沖
﨑

吉
信

、
児
嶋

児
嶋

児
嶋

児
嶋
道

夫
、

青
木

青
木

青
木

青
木
宏

充
、

 

梶
野

梶
野

梶
野

梶
野
照

雄
。

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
以

上
５

名
。

 

他
６

名
；

亀
の

子
会

(
高

田
会

長
、

橋
本

事
務

局
、

 

女
性

;
竹

本
、

中
西

、
赤

井
)
、

塩
川

真
武

。
 

 
 

 
前

日
、

亀
の

子
会

か
ら

平
治

宿
に

行
く

の
な

ら
同

行
さ

せ
て

欲
し

い
と

申
込

が
あ

り
歓

迎
了

承
す

る
。

又
、

昨
晩

に
な

り
梶

野
氏

も
急

遽
参

加
す

る
と

の
連

絡
が

あ
り

、
参

加
人

数
も

増
え

内
心

ほ
っ

と
す

る
。

 

児
嶋

さ
ん

の
１

屯
ト

ラ
ッ

ク
に

川
島

が
同

乗
し

、
待

合
せ

場
所

の
池

原

公
園

に
着

く
と

、
亀

の
子

会
２

台
に

会
員

５
名

と
同

乗
の

沖
崎

氏
及

び
青

木
、

梶
野

車
が

既
に

到
着

し
て

お
り

。
児

嶋
、

梶
野

、
亀

の
会

１
台

に
分

乗
し

池
郷

林
道

へ
。

 

途
中

、
間

伐
材

集
積

地
の

残
材

・
杉

丸
太

を
持

経
宿

の
薪

材
に

す
る

た

め
、

児
嶋

氏
の

ト
ラ

ッ
ク

荷
台

の
空

い
て

い
る

所
に

積
込

む
。

 

週
半

ば
か

ら
今

期
一

番
の

冬
型

気
圧

配
置

に
な

り
、

東
北

・
北

海
道

で

は
積

雪
が

続
い

て
い

る
が

、
西

日
本

で
は

冬
型

が
ゆ

る
み

移
動

性
高

気
圧

に
覆

わ
れ

る
こ

と
か

ら
風

は
無

い
と

思
っ

て
い

た
が

、
稜

線
の

持
経

宿
に

着
く

と
北

西
の

季
節

風
が

強
い

。
 

平
治

宿
の

水
場

が
使

え
な

い
と

思
わ

れ
、

持
経

宿
に

戻
り

宿
泊

す
る

事

に
し

て
、

小
人

数
で

も
あ

り
と

各
自

ヘ
ッ

ド
ラ

ン
プ

と
ペ

ン
キ

塗
り

作
業

に
必

要
な

材
料

を
手

分
け

し
て

担
ぐ

。
 

今
回

、
大

川
(
沖

﨑
)
酒

店
常

連
客

の
イ

ナ
バ

塗
装

さ
ん

か
ら

ペ
ン

キ
１

缶
(
ラ

イ
ト

グ
リ

ー
ン

)
を

寄
贈

頂
き

、
ペ

ン
キ

塗
り

用
具

調
達

の
ご

指
導

と
事

前
に

シ
ン

ナ
ー

で
ペ

ン
キ

濃
度

を
調

合
し

て
下

さ
っ

た
。

 

不
動

堂
に

て
橋

本
さ

ん
導
師

で
「
峰

中
安
全

・
作

業
安
全
」

を
祈
願

し

て
般
若

心
経

を
唱

え
勤

行
。
千

年
檜
･
祠

前
で

自
己
紹
介

す
る

。
 

 
 

 

不
動

堂
で

勤
行

 
 

千
年

檜
・

祠
前

で
紹

介
 

第
１

次
刈

峰
行

地
で

亀
の

子
会
 

亀
の

子
会

の
高

田
会

長
は

、
玉
岡

前
代
表

が
山
登

り
の
師
匠

で
あ

り
、

橋
本
梓

氏
は

、
昭
和

５
１

年
に
三

井
寺

が
奥
駈
修

行
の
際

、
当
時
立
掛

け

小
屋
だ

っ
た

平
治

宿
で
玉
岡

前
代
表

、
先

日
故

人
と

な
ら

れ
た
戸
石

さ
ん

達
と
支
援

さ
れ

、
新
宮
山
彦

ぐ
る

ー
ぷ
発
足
時

に
在
籍

さ
れ

た
方

で
、

平

治
宿

に
は
３
８

年
ぶ

り
に
訪

れ
る

の
で
楽

し
み

と
の

こ
と

。
 

両
氏

と
も
当

ぐ
る

ー
ぷ

の
活

動
に
関

わ
れ

た
方

で
あ

り
、
南
紀

の
狭

い

地
域

で
は

会
員
減
少

が
避

け
ら

れ
ず

、
今
後

お
互

い
支
援

・
協
賛

し
て

ゆ

き
た

い
も

の
だ

。
 

思
っ

た
よ

り
木
枯

ら
し

が
強

く
、
ブ

ナ
等

の
広
葉
樹

は
落
葉

し
、
吹

き

溜
ま

り
の
落
葉

を
カ
サ
カ
サ

と
踏

み
し

め
る
音

に
、

冬
季

到
来

の
風
情

を

実
感

す
る

。
又

、
霜
柱

が
溶

け
て
濡

れ
た
箇

所
が
見

ら
れ

、
前

日
、

前
々

日
は
相
当
冷

え
込

ん
だ
様
だ

。
 

平
治

宿
に

１
０
時

半
着

。
亀

の
子

会
の
皆

さ
ん

に
は

、
ペ

ン
キ

塗
り

作

業
の

下
準
備

も
あ

り
、
先

に
転
法
輪
岳
山

頂
へ
登

っ
て
貰
う

。
 

早
速

、
転
落
防
止

の
た

め
屋
根

の
煙
抜

き
と
南
側

の
立

木
に
メ

ー
ン
ロ



ー
プ

を
張

り
、

こ
の
ロ

ー
プ

に
数

本
の

小
ロ

ー
プ

を
結

わ
え

、
手

で
掴

ん

だ
り
腰

に
結

わ
え

た
り

す
る
安
全
帯

と
す

る
。

 

児
嶋

・
川

島
は

、
煙
突

を
抜

い
た
腰
板

に
平

ト
タ

ン
を
張

る
た

め
、

平

ト
タ

ン
に
煙
突
径

の
穴
明

け
と
打
付

け
及

び
煙
突

の
延

長
(
直
角
継

手
+
４

５
㎝

の
直
管

)
作

業
を

す
る

。
 

 
 

 
 

屋
根

の
さ

び
落

し
と

箒
で

掃
き

落
し

 
 

 
 

煙
突

取
付

・
延

長
作

業
 

梶
野

・
青

木
・

沖
﨑

氏
は

、
ワ

イ
ヤ

ー
ブ

ラ
シ
等

で
波
板

ト
タ

ン
の
錆

 

び
落

し
と
箒

で
掃

き
落

す
作

業
。

 

 
煙
突

の
直
角
継

手
の
径

は
、

１
２
０
㎜

で
設

置
煙
突

は
１

１
５
㎜

の
為

 

金
切
鋏

で
切

り
込

み
し

て
径

を
小

さ
く

し
嵌

め
込

ん
だ

が
、
嵌

め
込

み
が

 

少
な

か
っ

た
の

か
、
屋
根

上
か

ら
継

手
を
落

下
さ

せ
た

。
あ

っ
！

と
の
声

 

と
共

に
東
側

急
斜
面

を
約

１
０
０
ｍ
落

下
し

て
ど
う

に
か
止
ま

っ
た
様
だ

 

沖
﨑

氏
拾

い
に
降

り
て

下
さ

る
。

作
業

者
が
落
ち

る
と

同
じ
様

に
転
落

す
 

る
可
能

性
が

あ
り

気
を
引

き
締

め
る

。
 

煙
突

を
固
定
金

具
で
固
定

し
終

る
頃

に
は

、
屋
根

さ
び
落

し
の

人
数

が
 

増
え

て
い

る
、
転
法
輪
岳

か
ら

戻
ら

れ
た

高
田

・
橋

本
氏

が
手
伝

っ
て

お
 

ら
れ

、
さ

び
落

し
は

も
う
直

ぐ
終

わ
る

と
頑
張

っ
て

下
さ

る
。

 

お
陰

で
作

業
が

は
か
ど

っ
た

が
、

１
２
時

を
回

っ
て

平
治

宿
内

で
昼
食

。
 

寒
い

風
が
除

け
ら

れ
、
煙
突
完

成
の
ス

ト
ー
ブ

に
点
火

し
暖

か
い

。
 

 
 

平
治

宿
内

で
昼

食
・

談
笑
 

昼
食

中
、
堺
市

の
青

年
二

人
が

、
池

郷
林

道
ゲ

ー
ト

か
ら
歩

い
て
来

た
、
 

今
夜

持
経

宿
に

泊
ま

る
が

、
こ

れ
か

ら
行

け
る

所
ま

で
行

っ
て

戻
る

と
の

 

こ
と

、
倶
利
伽
羅
岳
ま

で
行

っ
て
早

く
戻

り
ペ

ン
キ

塗
り

作
業

手
伝
う

と
、
 

同
宿

に
な

る
の

で
夕
食
時
良

い
事

が
あ

る
よ

と
見
送

る
。

 

 
１
３
時

、
屋
根

の
ペ

ン
キ

塗
り

作
業
開
始

。
亀

の
子

会
の
方

に
池

郷
林

 

道
ゲ

ー
ト

の
鍵

を
手
渡

し
、

下
山

し
て

行
か

れ
た

。
 

 
梶

野
氏

は
、

調
合

ペ
イ

ン
ト

は
シ

ン
ナ

ー
で
薄

め
る

必
要

な
し

と
判
定

 

し
て

下
さ

る
。

 

梶
野
・
沖

﨑
・
児

嶋
･
川

島
は

、
波
板

用
ロ

ー
ル
刷
毛

と
平
刷
毛

で
南
側

 

端
か

ら
ペ

ン
キ

を
塗

る
。

青
木

氏
は
便

所
屋
根

の
錆

び
落

し
。

 

梶
野

氏
持

参
の
ロ

ー
ル
刷
毛

は
、

１
．

６
ｍ

に
延

長
出
来

る
柄
付
刷
毛

 

の
た

め
、
腰

を
屈

め
る

こ
と

な
く

ト
タ

ン
の
端

か
ら
離

れ
て

塗
れ

る
の

で
、
 

安
全

・
作

業
性

も
良

い
。

又
、
波
板

用
ロ

ー
ル
刷
毛

は
、
新
宮

地
区

の
ホ

 

ー
ム
セ

ン
タ

ー
等

の
店
頭

に
は
売

っ
て

い
な

く
、

プ
ロ

が
使
う
刷
毛

し
か

 

調
達

で
き
ず
３
千
円

強
と

高
い

。
梶

野
氏

の
刷
毛
ロ

ー
ル

は
、
８
０
０
円

 

と
安

く
使

い
捨

て
が
出
来

る
利
点

が
あ

る
。

今
後

、
大
阪

地
区

の
会

員
に

 

調
達
依
頼

を
し

た
い

。
 



 
 

 
ペ

ン
キ

小
分

け
 

 
平

治
宿

屋
根

の
ペ

ン
キ

塗
り

 
便

所
屋

根
の

ペ
ン

キ
塗

り
 

棟
の

平
板

ト
タ

ン
部

は
、

平
刷
毛

で
塗

る
。
波
板

ト
タ

ン
は

平
刷
毛

で
 

も
塗

れ
る

が
、

高
価
だ

が
波
板

用
ロ

ー
ル
刷
毛

は
能
率

が
良

く
均
等

に
塗

 

り
易

い
。
玄
関
屋
根

、
便

所
屋
根

(
梶

野
氏

塗
布

)
・
物

置
屋
根

と
南
側
ハ

 

フ
に

青
木

氏
が

ペ
ン

キ
を

塗
り
終

え
、
ペ

ン
キ

塗
替

え
作

業
が
終

了
す

る
。
 

手
伝

っ
て

下
さ

る
人

が
増

え
た

お
陰

で
予
定
よ

り
早

く
終

了
出
来

た
。

尚
、
７
㍑
ポ

リ
容
器

分
の

ペ
ン

キ
を

使
用

し
た

。
１
ポ

リ
容
器

分
未

使
用

。
 

 
 

 

 
ペ

ン
キ

塗
り

作
業

終
了

 
 

屋
根

塗
替

え
た

平
治

宿
 

 
屋

根
塗

替
え

た
便

所
 

 
平

治
宿

か
ら

の
帰
路

、
頭

上
高

さ
に
倒

木
が

あ
り
処
理

す
る

が
、
鋸

を
 

持
っ

た
児

嶋
氏

が
先

行
し

て
い

た
の

で
、

残
っ

た
人

で
力
任

せ
に
枝

を
 

折
り

道
横

に
除

け
様

と
し

た
が

、
結

局
処
理
出
来

な
い

。
 

千
年
檜

で
待
機

し
て

い
た

児
嶋

さ
ん

に
預

け
た
鋸

を
持
ち

、
青

木
・

児
 

嶋
・

川
島

が
倒

木
処
理

に
戻

る
。
鋸

で
径

１
０
㎝

の
枝

を
切

る
と
難

な
く

 

道
横

に
移

動
処
理
出
来

た
。
や

は
り

道
具

は
上

手
く

使
う
べ

き
と
納
得

。
 

こ
の

間
、

沖
崎

・
梶

野
氏

は
、
夕
食
等

の
準
備

に
先

行
す

る
。

１
０

分
 

遅
れ

で
持

経
宿

に
戻

る
。

 

宿
泊

者
が

１
名

場
所

を
確
保

し
て

い
る

。
前
鬼

か
ら
来

た
塩

川
真

武
(
大

 

阪
市
・
船
窪

小
屋

で
時
々
ア
ル

バ
イ

ト
)
君

で
、
持

経
宿

の
玄
関

前
が
落
葉

 

の
吹

き
溜
ま

り
に

な
っ

て
お

り
、
掃

き
集

め
処

分
を

手
伝

わ
せ

る
。

 

平
治

宿
を
昼
食
時
通
過

し
た

２
人

は
、

１
７
時

前
に

持
経

宿
に

戻
る

。
 

行
仙
岳
迄

行
っ

て
戻

っ
て
来

た
と

の
こ

と
、

な
か

な
か

の
健
脚
だ

。
堺
市

 

の
２

人
(
殿
村
猛

、
楽
満
勇

)
は

、
中
八

人
山

を
明

日
往
復

す
る

と
の

こ
と

。
 

児
嶋

さ
ん

は
バ

ッ
テ

リ
ー

持
参

し
て

下
さ

り
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ

照
明

の
下

で
モ

 

ツ
鍋

の
夕
食

、
ペ

ン
キ

塗
り

作
業

無
事
完

了
を
祝

し
て
乾
杯

。
 

ビ
ー
ル

が
少

な
く

、
同

宿
者

に
ビ

ー
ル

１
本

を
振
舞

っ
た

が
、

塩
川
君

 

は
飲
ま

な
い

、
２

人
連

れ
は
鍋

料
理

で
ビ

ー
ル

持
参

し
て

い
る

と
の

事
。

次
第

に
う
ち
解

け
照
明
近

く
に

集
ま

っ
て
懇
親

会
と

な
る

。
 

明
日

６
時
発

の
人

も
居

り
２
０
時
就
寝

。
 

 
 

 

モ
ツ

鍋
を

囲
ん

で
懇

談
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
一

般
登

山
者

 



夜
半

に
は

風
も
止

み
、

小
屋
周

り
の
広
葉
樹

は
落
葉

し
た

の
で
梢
越

し
 

に
澄

み
切

っ
た
夜

空
が
広

く
見
渡

さ
れ

、
オ

リ
オ

ン
星
等

の
星

空
が

本
当

 

に
き

れ
い
だ

。
 

早
朝

気
温

２
℃

、
室
温
８
℃
だ

っ
た

が
、

ト
イ
レ

に
行

っ
た

人
が
ス

ト
 

ー
ブ

に
薪

を
入

れ
た

お
陰

で
暖

か
く
良

く
寝

ら
れ

た
。

 

６
時

前
出
発

の
中
八

人
山

へ
行

く
二

人
連

れ
を
見
送

り
、
夜
明

け
の
コ

 

ー
ヒ

ー
。

昨
夜

の
モ
ツ
鍋

に
生

ラ
ー
メ

ン
を
入

れ
て
朝
食

。
 

塩
川
君

は
前
鬼

へ
歩

か
ず

、
青

木
氏

に
前
鬼
ゲ

ー
ト

前
に
駐

車
し

た
車

 

ま
で
送

っ
て

も
ら
う

事
に

な
り

、
我
々

の
作

業
を

手
伝
う

事
に

な
っ

た
。

 

間
伐

材
集

積
地

の
残

材
箇

所
が
４
箇

所
あ

り
、

ト
ラ

ッ
ク

で
薪

材
運

び
 

に
児

嶋
・

塩
川

・
川

島
が

た
ず

さ
わ

る
。

こ
の

間
に

梶
野

・
青

木
氏

が
昨

 

日
運

び
込

ん
だ

丸
太

残
材

を
鉄
楔

で
小
割

し
薪

作
り

。
沖

﨑
氏

は
、
便

所
 

の
汲

み
出

し
を

し
て

下
さ

り
、

１
５
０
杯
汲

み
出

し
た

と
の

こ
と

。
 

ト
ラ

ッ
ク

２
車

分
の

丸
太

残
材

は
、

行
者

堂
の
横

に
積

み
上
げ

た
。

 

今
回

、
チ
ェ

ー
ン
ソ

ー
で
切

ら
ず

に
小
割

り
出
来

る
丸

太
残

材
を
運

ん
 

だ
が

、
少

し
長

め
の

残
材
等

は
ト

ラ
ッ

ク
約

２
車

分
残

っ
て

い
る

。
 

薪
も
補

充
出
来

た
の

で
９
時

半
過
ぎ

に
作

業
を
終

え
下
山
帰
宅

。
 

 
 

 

モ
ツ

味
の

ラ
ー

メ
ン

美
味

い
！

 
下

山
前

の
集

合
写

真
 

 

 
行
動

行
動

行
動

行
動
タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

タ
イ
ム

 
    
１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
１
５

１
５

１
５

１
５
日日 日日

( 土土 土土
)     
晴

一
時
薄
曇

り
 

新
宮

6:50
→

8:15
池

原
公

園
8:25
→

9:15
持

経
宿

9:30
→

10:30
平

治
宿

→
さ

び
落

し
・
ス

ト
ー
ブ
煙
突

調
整
→

12:05
昼
食
→

13:00
ペ

ン
キ

塗
り

14:50
→

平
治

宿
15:10

→
16:20

持
経

宿
。

 

 
１
１

１
１

１
１

１
１
月月 月月
１
６

１
６

１
６

１
６
日日 日日

( 日日 日日
) 
快
晴

。
気
温

２
度

、
室

内
８
℃

。
 

起
床

6:00
→
朝
食
→

7:40
薪

材
運
搬

。
薪

作
り
・
便

所
汲

み
出

し
作

業
→

持
経

宿
9:40
→

10:35
池

原
公

園
10:40

→
12:15

新
宮

 

 
寄
贈

寄
贈

寄
贈

寄
贈
品品 品品

 
・・ ・・
イ

ナ
バ

塗
装

；
ペ

ン
キ

１
４
㍑

(７
㍑
ポ

リ
容
器

２
)。

 
・・ ・・
松

本
吉
殖
；
平

ト
タ

ン
。
 

 
・・ ・・
沖

﨑
吉

信
；
雨

水
貯
槽

の
蓋

(風
呂
蓋

) 
・

川
島

 
功

；
煙
突

(直
角
継

手
+
４

５
㎝
直
管

) 

・
亀

の
子

会
；
清

酒
「
熊

野
三
山
４

合
瓶
」

１
本

。
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

(記
 

川
島

) 

 


